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赤外線サーモグラフィ試験
～建築・土木構造物への適用～
盛土締固め管理への適用
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事務局だより
　７月１５日に、（一社）日本非破壊検査協会のNDIS 0604赤外線サーモグラフィ試験技術者資格春期試験の最終結果が発表
されました。当協会の講習会を受講した生徒さんから、合格の報告を何件か戴きました。うれしい限りです。他の受験者の方も全員
が合格されることを祈っております。早いもので秋期試験の申込みが８月７日からはじまり、またたくさんの方が受験されることと思い
ます。皆さんが実力を出し切り、合格されることを願っております。

個人事務所を開設して１２年目の夏である。暑い日が続いたり、台風がやってきたり、この８月は何なんだと思いながら、２階
で依頼された原稿の下書きをしていた。急に１階の資料が必要となり、階段を下りて行くと、踊場の窓から「蝉」の声が聞こえる。「君
たちは７日間の命か？だから精一杯なんだなあ」と余計なことを考え事務室に入るが、何を取りに来たのか忘れている。ここ数年、
こんな物忘れ症候群に襲われている。「年だなあ～」と思い直し、メモ持参で再度１階へ行く。記憶に勝る記録かもしれない。
夕方、暫くぶりに友人が訪ねてきた。早速、行き付けの寿司屋で冷酒を飲みながら、この話をすると、「忘れたという現象を
自覚していれば大丈夫だよ」という。「何が？」と聞くと、「認知症ではない」と断定的に言う。あまり大真面目なのでびっくりしたが、色々
話をしていると、最近実母を認知症で入院させており、悠 自々適の予定が奥さんともども、「老々介護」で大変だという。その
合間を縫っての来訪だった。
 そういえば、彼は打合せでもメモを取らず、それでいて話しの中身を記憶しているのには驚かされた。私はメモ魔だったので
余計その記憶術には平伏させられた。
昭和５８年秋頃、研究室にも個人用のパソコン（通称：９８）が支給された。その日は、最終まとめで測定結果などをワープ
ロで仕上げ、プリントし終わった所に彼がきた。「終わったよ」と二人で近場の焼き鳥屋へ行き、打ち上げと称して何時も通りの痛飲。
翌朝、二日酔い状態でパソコンに向かい、昨日の資料を呼び出したが応答なし。どうも記録媒体である「８インチのフロッピィ－ディ
スク」に保存せず電源を切ったらしい。プリントしていたのがせめてもの救いで、この惨めな昔話をすると「俺も何度かやったよ」
と言って、奥様への寿司折りを持って帰っていった。記憶力のいい彼も記録していたのか？　外に出るとムットとした熱気で汗ば
んできた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大慈寺）

「年寄りの記憶と記録」箸やすめ


